
関係者によるカンファレンス② 

がん相談支援センター 

・経鼻胃管の自己管理はできないと思われる。自己抜去の危
険性あり 
・人に会うことが多いので、腸瘻の方が向いているのでは 
 

今後の方針 
・家族に現状説明 （差し入れしない、腸瘻になること） 
・明日耳鼻科受診し、頸部左旋回嚥下の練習 

・体重の経過を見せ、栄養足りていないこと。腸瘻の必要性を説明
し説得 
・リハビリ再開し、正しいリハビリ法を励行してもらう 


